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今
年
の
大
学
進
学
状
況
は

国
公
立
大
字
に
、
現
役
で
8
名
、

浪
人
は
3
名
、
私
立
大
学
は
、

現
役
で
1
0
4
名
、
浪
人
は
只

5
名
が
合
格
し
た
。

そ
の
大
学
の
名
前
と
合
格
者

数
二
　
）
内
は
浪
人
〕
を
挙

げ
て
み
る
。
国
公
立
大
学
で
は
、

新
し
く
出
来
た
岩
手
県
立
大
学

に
2
（
0
）
名
、
岩
手
大
学
に

3
（
2
）
名
、
そ
の
他
の
国
立

大
学
に
3
T
）
名
、
が
入
学

し
た
。
主
な
私
立
大
学
で
は
、

盛
岡
大
学
に
2
（
2
）
名
、
成

城
大
学
に
1
（
0
）
名
、
日
本

大
学
に
3
（
2
）
名
∴
東
北
学

院
大
学
に
6
人
1
）
名
、
東
夷

農
業
大
学
に
3
T
）
名
、
同

志
社
大
学
に
3
（
0
）
名
が
入

学
し
た
。
更
に
、
有
名
な
大
学

に
は
他
に
も
合
格
者
が
お
り
、

我
が
校
の
底
力
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
取
っ
た
年
で
あ
っ
た
。

〔国公立大学〕
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大学・短大受験状況分析　文系人　理系人　文理系人

合 格 者 数 合 格 率 推 薦 合 格 者 試 験 合 格

学 年 全 体 87 5 6 ＿9 ％ 32 5 5

文 理 ク ラ ス 50 5 6 ．8 ％ 2 1 2 9

文 系 ク ラ ス 1 4 45 ．2 ％ 1 13

理 系 ク ラ ス 2 3 67 ．6 ％ 1 0 1 3

進　路　分　析

平 成 8 年 2 4 7 人 平 成 9 年 2 6 1 人 平 成 10年 2 2 2 人

合 格 延 数 7 8（1 3 2 ） 1 3 1 （96 ） 1 1 8 （92 ）

合 格 実 数 6 3（7 4） 9 6 （57） 8 7（54）

文 系 実 数 3 4（4 5） 6 1（38） 4 9（40）

理 系 実 数 2 9 （2 9） 3 7 （22） 3 8 （1 4）

（　）は浪人生

地区別主要大学合格者数（短大・2部及び通信生は除く）

平 成 8 年 平成 9 年 平 成 10年

国立 大学 7 （11） 9 （6） 8 （3）

東　　 北 14 （17） 18 （5） 10 （2）

東　　 京 A 0 （3） 1（0） 0 （0）

東　　 京 B 3 （ld） 2 （4） 3 （3）

関 東 以南 25（78） 39 （58） 32 （60）＿

合　　 計 46（10 6） 66 （69） 50 （65）

今
年
大
学
に
合
格
し
た
先
輩

の
中
か
ら
、
岩
手
県
立
大
学
に

合
格
し
た
滝
沢
俊
介
先
輩
の
体

験
談
を
、
一
郡
省
略
し
て
載
せ

る
の
で
、
大
学
進
学
を
希
望
す

る
人
は
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

大
学
へ
行
き
た
い
の
な
ら
ば
、

と
り
あ
え
ず
三
年
の
夏
休
み
の

終
わ
り
頃
ま
で
に
こ
は
自
分
に
と
っ

て
必
要
な
教
科
の
基
礎
固
め
を

終
わ
ら
せ
る
べ
き
だ
白

ま
た
「
自
分
は
こ
の
大
字
に

行
く
ん
だ
」
と
い
う
強
い
信
念

と
基
礎
学
力
と
毎
日
の
計
画
的

学
習
が
あ
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
行

け
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
自
分
が
「
出
来
れ
ば

受
験
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る

大
学
を
、
強
い
意
志
と
信
念
で

合
格
で
き
る
大
学
に
変
え
る
よ

う
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。

【
2
D
小
埜
寺
柘
見
・
佐
藤
哲

郎
】

こ
の
春
も
本
校
に
、
多
く

の
可
能
性
を
秘
め
た
新
入
生

が
集
ま
っ
た
。

か
し
、
そ
れ
だ
け
に
、
先
生
方

か
ら
行
き
届
い
た
指
導
が
受
け

ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

七
つ
と
な
り
、
か
な
り
に
ぎ
や

か
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

学
級
租
任
は
、
1
A
菊
池
健
・

高
校
の
新
入
生
が
3
8
0
名
を
超
え
る

川
　
四
月
七
日
、
中
学
の
入
学

M
式
が
行
な
わ
れ
た
。
新
入
生

〟
　
は
2
名
と
少
な
か
っ
た
。
し

翌
日
の
八
日
は
高
校
の
入
学
　
大
森
英
一
先
生
、
1
B
佐
々
木

式
が
行
な
わ
れ
た
。
新
入
生
は
　
秀
美
・
永
田
亮
先
生
、
1
C
佐
々

3
0
8
名
を
数
え
た
。
学
級
は
　
木
憶
一
・
馬
場
悟
先
生
、
1
D

五
日
市
悌
・
菊
池
博
一
先
生
、

1
E
松
日
章
一
・
川
村
康
二

先
生
、
1
F
外
舘
克
裕
・
及
川

任
意
先
生
1
G
加
藤
孝
志
・

久
保
芙
三
郎
先
生
、
で
あ
る
。

新
入
生
に
は
、
は
め
を
は

ず
さ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、

学
校
生
活
を
楽
し
み
、
勉
強

や
部
活
動
な
ど
で
大
い
に
活

躍
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

新
た
に
お
世
話
に
な
る
先
生

方
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

事
務
・
古
田
司
先
生

①
出
身

盛
岡
市
仙
北
町

②
特
技
・
趣
味

特
技
…
二
・
牛
に
磁
石
を
飲
ま

せ
る
趣
味
…
…
ア
ウ
ト
ド
ア
で
焼

肉③
愛
読
書
・
音
菜
・
映
画

愛
読
革
…
＝
「
リ
ト
ル
・
ト

リ
⊥
雷
撃
…
：
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、

レ
ゲ
エ
e
t
c
。

映
鱒
＝
…
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」

ジ
ャ
ッ
ク
と
ロ
ー

ズ
の
ラ
ブ
ロ
マ
ン

ス
に
感
動
〃
‖
男
な

ら
あ
あ
な
り
た
い

④
二
言

五
感
を
フ
ル
活
用
し
、
刺
激

あ
る
高
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し

い
〃
＝
。

【
3
F
小
野
光
陰
・
佐
々
木
恒

＿
l一

数
学
・
杉
村
克
明
先
生

杉
村
先
生
に
つ
い
て
何
か
魯

き
た
い
が
ネ
タ
が
無
い
の
で
経

歴
を
た
ど
ろ
う
と
思
う
。

①
盛
岡
市
下
米
内
の
川
の
そ

ば
で
育
っ
た
杉
村
先
生
（
以
下

で
杉
）
で
は
あ
る
が
、
釣
り
は

や
ら
ず
、
コ
マ
・
け
ん
玉
・
マ

マ
ご
と
と
い
っ
た
遊
び
が
主
流

で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
一
つ
、

「
何
故
釣
り
を
や
ら
な
か
っ
た

か
？
」
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る

わ
け
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
、

T
杉
は
匿
く
沈
黙
を
守
っ
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
幼
年
少
年
時
代

を
生
き
抜
い
て
き
た
T
杉
も
、

そ
れ
か
ら
何
度
と
な
く
壁
に
洩

楽
し
、
速
に
は
、
「
独
身
の
ま

ま
で
い
こ
う
」
と
ま
で
思
い
詰

め
た
と
い
う
。

そ
ん
な
T
杉
萱
冗
気
づ
け
た

の
が
③
「
サ
ザ
ン
」
「
タ
ー
ザ

ン
」
「
ス
タ
ン
ド
・
パ
イ
‥
こ
ー
・
」

そ
し
て
②
邸
味
の
テ
ニ
ス
で
あ
っ

た
。
特
に
テ
ニ
ス
は
、
現
在
本

校
の
教
師
に
な
る
ま
で
の
重
要

な
過
程
に
も
な
っ
た
。
長
年
連

れ
添
っ
て
き
た
テ
ニ
ス
に
よ
っ

て
、
自
分
の
遇
を
切
り
開
い
て

い
く
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

何
か
一
つ
で
も
特
技
や
長
所
を

持
ち
な
さ
い
、
と
T
杉
は
教
え

た
い
の
だ
と
思
う
。
本
校
を
④

楽
し
い
と
こ
ろ
だ
、
と
惑
っ
て

く
れ
た
T
杉
は
、
明
る
さ
に
満

ち
満
ち
て
い
た
。

「
カ
ト
ウ
　
ノ
リ
コ
」
と
の

0
0
目
指
し
て
今
日
も
頑
張
る

杉
村
先
生
で
し
た
。

【
3
E
伊
藤
純
・
木
内
浩
文
】

●

数
学
・
菊
池
博
一
先
生

新
任
の
菊
池
先
生
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

Q
①
　
出
身
は
ど
こ
で
す
か

A
　
岩
手
県
江
刺
市

Q
②
　
特
技
・
趣
味
は
な
ん
で

す
か

A
　
紙
面
で
は
公
表
で
き
ま
せ

～
ノ

＆
蔓
・
好
き
な
青
菜
・

好
き
な
映
画
は
な
ん
で
す

か
。

A
　
読
香
は
、
新
井
素
子
で
、

好
き
な
音
楽
は
、
レ
ゲ
エ
と

ロ
ッ
ク
で
、
好
き
な
映
画
は

「
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
」

Q
④
　
男
子
校
へ
来
て
感
想
は

A
　
男
の
圃

T
F
阿
部
壮
大
・
稲
田
卓
朗
】

音
楽
・
永
田
亮
先
生

①
出
身二戸
町

②
特
技
・
趣
味
　
　
　
1

特
技
は
う
～
ん
？

趣
味
は
、
音
楽
鑑
賞
と
、
学

生
の
時
覚
え
た
料
理
。

③
愛
読
書
・
好
き
な
音
楽
・
好

き
な
映
画

愛
読
書
と
い
う
か
、
今
ま
で

で
印
象
に
残
っ
て
い
る
本
は
、

野
村
克
也
若
「
勝
者
の
資
格
－
。

好
き
な
青
葉
は
一
応
ク
ラ

シ
ッ
ク
。

好
き
な
映
画
は
「
ア
ナ
コ
ン

プ
」
④
一
言
い
ろ
い
ろ
な
芸
術
に
見
て
、

触
れ
て
下
さ
い
。
き
っ
と
心
が

豊
か
に
な
り
ま
す
。

⑤
そ
の
他

吹
奏
楽
部
に
興
味
の
あ
る
人

は
、
是
非
、
放
課
後
、
音
楽
室

に
来
て
下
さ
い
。
ま
た
、
授
業

に
関
係
な
く
「
こ
ん
な
曲
が
聞

き
た
い
な
～
」
と
思
っ
た
ら
、

私
の
所
へ
気
軽
に
来
て
下
さ
い
。

【
2
E
中
山
亮
・
太
布
裕
也
】

昨
年
度
、
お
世
話
に
な
っ
た

及
川
・
長
澤
両
先
生
に
も
、
あ

ら
た
め
て
質
問
を
行
な
っ
た
。

英
語
・
及
川
佳
憲
先
生
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平
成
十
年
度
前
期
の
石
校

舎
（
生
徒
会
を
こ
う
呼
ぶ
）

執
行
部
は
次
の
と
お
り
週
出

さ
れ
た
。

会
長
　
松
村
仁
志
（
3
C
）

副
会
長
　
小
原
裕
之
（
3
C
）

刈
田
雄
大
（
3
E
）

琶
記
　
伊
藤
睦
仁
（
3
C
）

本
渡
拓
也
（
3
C
）

会
長
の
松
村
署
か
ら
、
今

第
一
項
　
テ
ー
マ

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
闘

魂
（
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ス

ビ
リ
ッ
上
」
と
決
ま
り
ま

し
ち
こ
れ
は
先
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
集
計
し
て
一
番
多

か
っ
た
言
葉
を
東
ん
だ
結
果

で
す
。

期
の
抱
負
を
述
べ
て

も
ら
っ
た
。

再
任
き
れ
た
松
村

で
す
。
今
後
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
前
期
生
徒

会
執
行
部
と
し
て
は
、

本
牧
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
右
横
祭

支
化
鋲
を
こ
う
呼

琴
一
項
　
イ
ベ
ン
ト

今
年
度
は
、
執
行

部
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

を
躇
小
し
て
部
や
有

志
の
出
展
等
を
活
発

化
さ
せ
て
い
こ
う
と

い
う
方
向
で
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、

昨
年
度
の
石
桜
祭
を

検
証
し
た
結
果
、
や

ぶ
）
を
盛
り
上
げ
る
事
を
目

標
に
こ
し
て
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
具
体
的
な
計

画
を
以
下
に
挙
げ
て
い
き
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
読
ん
だ
う

え
で
意
見
や
提
案
な
ど
が
有

り
ま
し
た
ら
、
生
徒
会
執
行

部
ま
で
進
言
し
て
く
だ
さ
い
。

は
り
】
郡
の
人
の
一
人
芝
居

で
は
な
く
、
多
数
の
参
加
を

促
す
祭
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
、
こ
の
方
針
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。

で
す
が
、
執
行
部
と
し
て
、

全
く
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
わ
な

い
わ
け
で
は
な
く
ア
ー
ム
・

レ
ス
リ
ン
グ
大
会
等
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

b
過
当
教
科

英
語
、
オ
1
フ
ル

C
ク
ラ
ブ

英
会
話
部

②
趣
味
英
会
話
・
海
外
旅
行
・
中
国

語
・
国
際
交
流
・
カ
ラ
オ
ケ
・

ダ
ン
ス

③
好
き
な
音
楽
・
映
画

ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
で
ス
ピ
ー

ド
が
あ
り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で

ス
ケ
ー
ル
が
ビ
ッ
グ
な
も
の

④
一
首
昨
年
度
は
講
師
と
し
て
本
校

に
お
世
蓋
に
な
り
ま
し
た
が
。

本
年
度
よ
り
新
任
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
と
は
、
授
業
だ
け

で
な
く
、
ク
ラ
ブ
や
学
校
行
事

な
ど
も
一
緒
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
番
、
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
お
互

い
　
〝
ギ
ブ
＆
テ
イ
ク
〟
へ
先
生

も
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
）
し
な

が
ら
向
上
心
を
持
っ
て
、
色
々

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
楽

し
い
学
校
生
活
を
送
り
、
良
き

思
い
出
を
作
り
た
い
の
な
ら
、

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

【
3
B
片
岡
範
俊
・
小
林
亮
平
】

●

数
学
・
長
澤
進
也
先
生

①
出
身
は
、
盛
岡
市
都
南
。

②
趣
味
の
数
馬
の
為
に
「
日
刊

ス
ポ
ー
ツ
」
を
愛
読
し
て
い
る

そ
う
だ
。

③
好
き
な
歌
手
は
谷
村
有
美
。

最
近
見
た
映
画
は
「
も
の
の
け

聖
で
、
こ
れ
は
か
な
り
面
白

か
っ
た
ら
し
い
。

④
み
ん
な
へ
の
一
言
は
「
一
年

間
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

【
3
D
坂
本
尚
也
・
日
影
直
人
】

英
語
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
＝
ピ
ニ
ー

先
生
と
家
庭
の
藤
田
敬
子
先
生

の
細
介
も
今
後
行
な
う
予
定
で

す
。

▼
入
学
式
の
記
事
で
も
触
れ
た

と
お
り
、
今
年
度
は
高
校
に
三

百
名
を
越
え
る
多
く
の
新
入
生

が
集
ま
っ
た
。
人
数
が
多
い
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
、
秘

め
ら
れ
た
可
能
性
も
大
き
い
、

と
言
え
る
．
よ
ろ
こ
ぼ
し
い
こ

と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
人
数

が
増
え
た
こ
と
と
比
例
で
も
す

る
か
の
よ
う
に
、
生
活
指
導
を

受
け
る
者
の
数
が
多
く
な
っ
た

よ
う
な
の
だ
。
困
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
▼
指
導
を
受
け
た
者
は
、

自
転
車
窃
取
　
万
引
き
、
喫
煙

な
ど
を
犯
し
た
ら
し
い
。
彼
ら

は
自
身
の
犯
し
た
事
を
罪
深
い

事
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
自
転
車
窃
取
や
万
引

き
に
は
直
接
の
被
害
者
が
存
在

す
る
。
通
学
な
ど
に
使
用
す
る

自
転
車
や
ら
商
売
の
晶
が
、
突

如
と
し
て
、
何
者
か
に
等
い
去

ら
れ
て
し
ま
う
。
被
害
者
の
気

持
ち
は
想
像
す
る
に
余
り
あ
る
。

思
う
に
、
自
転
車
窃
取
や
万
引

き
を
し
た
者
は
、
被
害
に
遡
っ

た
人
々
が
、
ど
れ
ほ
ど
、
困
り
、

腹
立
た
し
い
思
い
を
す
る
か
、

と
い
う
想
像
が
出
来
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。
▼
さ
て
、
未
成
年

者
の
喫
煙
は
、
自
身
の
健
康
に

有
事
で
も
、
他
人
に
は
被
啓
を

与
え
て
い
な
い
、
と
思
う
者
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
は
、

な
ぜ
、
生
活
指
導
の
対
象
と
な

る
の
か
。
筆
者
が
考
え
る
と
こ

ろ
、
そ
れ
は
、
社
会
の
き
ま
り

を
破
っ
て
い
る
か
ら
だ
、
と
答

え
る
こ
と
が
出
来
る
。
未
成
年

者
の
喫
煙
を
禁
止
す
る
、
と
い

う
社
会
の
き
ま
り
は
　
必
要
だ

か
ら
こ
そ
作
ら
れ
た
は
ず
で
あ

る
。
な
ら
ば
、
そ
の
き
ま
り
は

守
る
べ
き
だ
。
▼
例
え
ば
、
赤

信
号
は
止
ま
れ
と
い
う
き
ま
り

が
あ
る
。
こ
れ
を
破
っ
て
車
を

暴
走
さ
せ
た
ら
、
犠
牲
者
が
出

る
。
た
だ
、
歩
行
者
の
中
に
は

自
身
で
判
断
し
て
赤
信
号
で
も

横
断
す
る
人
が
い
る
。
彼
ら
は

身
を
危
険
に
さ
ら
す
だ
け
で
は

な
い
。
他
人
を
な
い
が
し
ろ
に

し
て
い
る
。
赤
信
号
で
止
ま
っ

て
い
る
人
々
を
。
社
会
の
き
ま

り
を
守
る
こ
と
が
、
愚
か
し
い

こ
と
の
よ
う
に
感
じ
さ
せ
て
は

い
け
な
い
。
そ
う
考
え
る
白



平成10年7月15日　（水曜日）（2）第102号

前
号
で
は
一
九
六
四
（
昭
和

三
十
九
）
年
の
第
七
〇
号
以
降

の
紹
介
を
し
た
我
が
「
石
板
新

聞
」
の
歩
み
で
あ
る
が
、
本
号

で
は
、
い
よ
い
よ
、
一
九
五
〇

（
昭
和
二
十
享
年
望
空
号

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

す
る
と
、
以
下
に
挙
げ
る
表

の
よ
う
に
な
卑

さ
て
、
こ
こ
で
、
次
の
よ
う

な
事
情
も
分
か
っ
た
。

現
行
の
「
石
板
新
聞
」
の
第

l
号
は
、
前
述
し
た
と
お
り
、

一
九
五
〇
年
の
三
月
の
発
行
と

な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
前
も
校
内

新
聞
「
石
桜
新
聞
」
が
発
行
さ

れ
て
い
た
、
と
い
う
の
だ
。

本
紙
の
、
バ
ッ
タ
・
ナ
ン
バ
ー

を
握
り
返
る
企
画
は
、
夢
二
十

号
や
第
五
十
号
な
ど
で
も
行
な

わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
七

（
昭
和
二
十
三
年
七
月
三
日

に
校
内
新
聞
の
第
一
号
が
発
行

さ
れ
、
九
月
二
日
に
第
二
号
、

同
月
二
十
二
日
に
琴
二
号
、
十

二
月
六
日
に
第
四
号
が
続
い
た

と
い
う
。
こ
の
四
号
か
ら
「
石

桜
新
聞
」
と
い
う
名
前
が
つ
い

た
ら
し
い
。

当
時
は
新
聞
作
り
が
盛
ん
で
、

ク
ラ
ス
新
開
も
競
っ
て
発
行
さ

れ
て
い
た
よ
う
だ
。

更
に
、
【
月
曜
タ
イ
ム
ズ
」

と
い
う
、
購
読
者
を
募
る
週
刊

新
開
も
あ
っ
た
と
い
う
。

以
上
の
新
聞
は
、
謄
写
刷
り
、

タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の
も
の
だ
っ
た

と
か
。こ
れ
ら
の
新
聞
が
、
一
九
五

〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
の
一
月
、

「
月
曜
タ
イ
ム
ス
」
十
二
号
で

統
合
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
二
か
月
後
、
【
石

櫻
新
聞
山
が
創
刊
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
さ
て
、
そ
う
し
た
、
本
紙
に

先
立
つ
、
謄
写
刷
り
の
「
石
桜

新
聞
」
な
ど
が
存
在
し
た
、
と

い
う
事
実
に
関
連
し
て
、
更
に
、

号
外
な
ど
l
こ
も
言
及
し
た
い
。

前
号
で
紹
介
し
た
と
お
り
、

本
紙
は
、
一
九
八
三
八
昭
和
五

十
八
）
年
一
月
の
第
九
二
号
か

ら
一
九
九
六
年
ま
で
、
発
行
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
出
版
季
長
会
は

号
外
な
ど
の
形
で
活
動
し
て
い

た
の
だ
っ
た
。
以
下
に
、
そ
の

概
略
を
示
す
。

八
九
（
平
成
元
）
年
九
月

石
楳
会
役
員
選
挙

九
〇
二
平
成
二
）
年
四
月

号
外
　
部
紹
介

何
年
同
月

号
外
　
石
桜
全
役
員
選
挙

同
年
九
月

号
外
　
文
化
祭

九
二
　
（
平
成
四
）
年
九
月

速
報
版
　
石
桜
条

こ
れ
ら
号
外
な
ど
の
発
行
も

本
紙
の
歴
史
を
語
る
贋
に
は
、

添
え
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
　
三
月
　
五
日

五
月
一
八
日

七
月
一
〇
百

七
月
二
〇
日

一
〇
月
一
〇
日

二
月
　
六
日

二
一
月
二
〇
日

五
二
昭
和
二
六
）
年
　
二
月
　
五
日

三

月

一

日

五
月
二
五
日

七
月
〓
ハ
日

八
月
二
一
日

一
〇
月
二
一
日

一
二
月
二
三
日

五
二
（
昭
和
二
七
）
年
　
二
月
．
九
日

五
月
　
九
日

（
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
判
に
〕
　
六
月
二
七
日

七
月
l
九
日

「
石
櫻
新
開
、
創
刊
号
に
写
す
」
校
長

佐
々
木
哲
郎
／
寄
垂
　
「
社
会
科
十
九
単
元
の
体
系
」
遠
藤
宙

中
／
【
校
内
世
論
調
査
］
私
は
こ
う
思
う
～
五
日
制
・
男
女
共
学
・
不
祥
事
件
／
市
内
高
枚
生
恕
璧
五

新
教
育
の
嵐
～
学
校
図
書
館
設
立
・
校
内
放
送
の
夢
、
実
現
か
／
ち
ょ
っ
と
待
て
〃
生
徒
楕
導
部
の
清
琴

［
文
化
体
育
短
信
】
ボ
ク
シ
ン
グ
王
〔
秋
篠
氏
〕
来
校

絢
爛
た
る
整
循
軍
学
枚
新
聞
展
示
苧
於
川
徳
画
廊
／
石
棲
会
の
運
営
と
実
際
、
賑
貰
部
～
バ
ン
販
費
開

始
／
〔
高
体
重
光
輝
あ
れ
排
球
部
・
全
日
本
大
会
l
。
出
場
／
［
文
蓋
散
文
詩
「
そ
れ
か
ら
何
が
あ
っ
た

か
」
秋
浜
倍
史

技
量
伯
仲
す
・
校
内
討
論
魯
開
く
／
市
内
高
校
肘
諭
含
「
学
生
の
犯
罪
は
個
人
の
罪
か
社
会
の
罪
か
」
、
應

撰
歌
歌
詞
募
集

五
日
制
運
首
検
討
委
発
足
す
／
（
琴
一
回
県
民
体
〕
小
林
（
攣
二
全
軍
三
位
と
ど
ろ
く
戊
操
岩
手
″
／

栄
え
あ
り
畠
学
校
・
稲
水
上
〔
競
技
大
会
）
に
圧
倒
的
優
勝
／
［
璧
三
特
別
寄
稿
「
む
か
し
の
詩
人
」

三
好
連
治

表
化
祭
〟
賽
お
流
れ
ー
・
／
【
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
］
悩
み
は
金
と
秋
の
夕
暮
～
図
書
室
を
の
ぞ
く
／
盛
会
だ

っ
た
運
動
会
‥
ハ
ン
屋
さ
ん
と
一
間
一
答
／
「
吹
切
沢
遺
跡
発
声
郷
土
研
究
部

放
送
設
備
克
成
す
／
「
民
主
主
義
の
基
本
的
感
覚
」
金
森
徳
次
郎
先
生
講
演

本
校
の
運
営
を
学
校
法
人
で
、
国
書
委
昇
格
承
藷
／
「
弱
る
ラ
テ
ン
語
の
講
義
」
ロ
ー
マ
の
先
輩
（
席
喋
達

倫
氏
〕
か
ら
便
り

生
徒
総
会
聞
か
る
　
岩
大
志
望
圧
倒
的
／
今
竺
年
を
顧
み
て
／
寄
宿
舎
探
苧
楽
し
い
会
食
／
つ
ら
い
六

時
半
／
「
元
且
語
り
」
石
川
信
夫

柔
道
部
新
設
を
却
下
、
授
業
料
六
百
二
十
円
l
こ
改
定
／
盲
従
″
を
打
破
－
八
雲
樫
会
長
／
市
良
大
会
〔
ラ

グ
ビ
ー
な
ど
）
四
種
目
倭
勝
／
「
食
わ
ず
に
生
き
る
方
法
L
盲
田
長
作

十
月
に
讃
面
で
開
催
■
・
開
校
記
念
祭
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
誕
生
、
″
聖
書
″
配
布
さ
る
／
今
年
度
P
T
A
細
目
、

決
ま
る
／
排
球
遂
に
制
覇
成
る
・
高
体
連
・
総
合
で
琴
頑
五
大
会
新
記
砲
を
樹
立
・
陸
上
、
予
想
外
の

好
成
績
／
「
言
葉
あ
れ
こ
れ
」
浅
沼
俊
昭

規
約
l
部
改
正
な
ど
・
総
務
香
、
四
議
題
を
審
鶏
、
裏
声
却
下
さ
る
、
奨
学
金
ふ
え
る
／
県
大
会
で
準

優
勝
二
二
着
4
2
小
武
方
好
投
す
・
高
校
野
球

多
彩
な
秋
の
催
し
も
の
・
記
念
式
二
言
に
挙
行
・
2
5
周
年
を
迎
え
て
、
学
校
画
書
館
設
立
・
来
春
早
々
着

工
の
見
込
み
／
相
次
ぐ
強
豪
連
破
・
硬
式
野
球
部
・
県
制
覇
の
偉
業
～
初
の
本
義
打
放
つ
、
目
ざ
ま
し
・
中

学
の
活
躍
で
陸
上
、
庭
球
、
水
泳
、
野
球
、
卓
球
な
ど

病
幕
傷
害
に
四
千
讐
生
徒
聾
で
御
恩
基
金
規
定
を
可
決
／
設
置
の
気
運
高
ま
る
・
来
春
か
ら
正
式
啓
足

か
・
放
送
要
員
含

危
機
打
開
の
方
法
は
？
〔
引
継
な
ど
の
不
手
際
で
）
右
横
会
活
動
暗
礁
へ
／
多
忙
の
一
年
を
顧
み
て
・
新
卒

業
生
座
談
会
／
農
腰
高
を
破
り
三
位
・
国
体
遠
征
ホ
ッ
ケ
ー
郡
／
［
中
学
版
】
岩
中
生
は
〔
毎
日
新
聞
の
漫

画
〕
デ
ン
ス
ケ
が
お
好
き
・
校
内
読
書
傾
向
調
べ

会
長
に
田
村
秦
君
・
本
年
度
・
石
蟹
霞
鼻
決
る
／
高
二
修
学
旅
行
・
関
西
方
面
を
見
学

本
年
度
漫
算
決
る
～
硬
式
野
球
竺
衰
圃
／
隙
高
校
璧
足
音
大
会
〔
体
操
競
埜
三
種
目
に
健
勝
す
・
水

泳
部
十
年
振
り
の
典
冠

斯
く
あ
り
た
い
休
職
の
構
想
～
近
づ
く
夏
季
休
暇
・
山
に
海
に
夢
は
飛
ぶ
～
学
校
石
璧
享
年
の
プ
ラ
ン
／

P
F
C
東
北
地
遠
大
舎
開
催
・
4
千
名
の
ペ
ン
パ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
預
定
・
八
月
下
旬
に
一
闇
で
販
大
骨
、

第
一
九
号

第
二
〇
号

第
二
一
号

琴
三
号

琴
三
号

第
二
四
号

第
二
五
号

軍
二
ハ
号

準
一
七
号

第
二
八
号

第
二
九
号

琴
三
〇
号

銅
■
二
号

第
三
五
号

室
二
六
号

室
l
毛
号

第
三
八
号

琴
二
九
号

【
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
に
戻
る
）
九
月
】
八
日

一
二
月
一
〇
日

垂
二
（
昭
和
二
八
）
年
　
二
月
二
八
日

五
月
　
七
百

六
月
　
六
日

九
月
二
九
日

一
二
月
一
〇
日

五
四
（
昭
和
二
九
）
年
　
三
月
一
五
日

五
月
一
五
日

六
月
二
二
日

七
月
二
九
日

一

〇

月

一

日

】
二
月
一
八
日

五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
　
三
月
一
日

五
月
t
八
日

七
月
三
富

九
月
一
三
日

一

一

月

一

日

一
二
月
二
〇
日

五
六
（
昭
和
三
二
年
　
三
月
一
日

五
月
【
七
日

［
広
皇
体
育
堂
今
夏
の
ヒ
ッ
ト
・
ト
ゾ
ー
ニ
ン
グ
パ
ン
ツ
・
崇
高
中
生
に
限
り
￥
4
3
〇

三
A
田
村
〔
寿
〕
蕾
〔
岩
手
日
報
主
催
〕
学
力
コ
ン
ク
ー
ル
に
二
位
／
生
物
班
休
暇
中
の
活
動
／
第
四
凶
由

民
体
育
大
会
・
十
四
会
場
に
熱
戦
展
開
〔
ラ
グ
ビ
ー
、
電
球
、
庭
球
、
水
泳
）
四
種
目
に
優
勝
す
／
［
字
董

「
魂
の
煉
き
と
そ
の
詩
韻
（
ひ
び
き
こ
書
見
正
信

多
彩
な
晩
秋
の
催
し
も
の
・
十
一
会
場
に
文
化
の
花
開
く
・
文
化
祭
／
有
終
の
美
を
飾
り
閉
幕
・
文
化
祭
ア

ル
バ
ム
／
図
番
館
設
立
を
望
む
声
高
し
・
世
論
調
査
／
亨
芸
］
晩
秋
彩
る
読
書
週
間
終
る
・
多
彩
な
催
し

〝
賢
治
展
㌦
明
治
文
字
名
著
交
換
会
″
〝
夢
二
展
″
、
【
広
告
］
校
章
入
り
ノ
ー
ト
・
平
金
商
店

関
村
君
ま
た
も
上
位
入
賞
・
日
報
学
力
コ
ン
ク
ー
ル
／
第
五
阿
卒
葦
生
座
談
会
～
修
学
旅
行
は
春
に
／
ニ
ッ

の
歌
に
満
場
湧
く
ー
由
象
に
残
っ
た
予
選
会
／
軍
萱
「
分
か
ら
な
い
⊥
扱
監
麟
t
郎

会
長
に
架
藤
袴
君
・
権
威
と
尊
敬
を
担
う
人
々
～
石
蟹
云
役
員
決
定
／
図
書
館
建
設
・
工
事
始
ま
る
／
柔
道

部
設
置
さ
る
ー
・
／
〔
応
援
歌
〕
歌
詞
芽
奥

本
年
度
予
算
決
定
す
・
図
育
要
具
蒜
十
万
円
／
各
部
と
も
決
勝
で
惜
敗
・
第
五
回
市
民
体
育
祭

季
節
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
・
崇
高
中
大
速
整
式
、
栄
え
の
全
竺
位
・
松
野
〔
空
〕
君
〔
東
大
学
力
増
進

会
主
催
）
模
擬
進
通
に
九
十
二
点
／
［
学
園
紹
介
】
慶
応
義
塾
大
学
・
八
重
樫
昌
宏
／
第
五
回
県
民
体
育
大

会
・
連
覇
は
長
し
水
泳
部
／
（
松
尾
村
〕
巨
石
遺
物
を
見
学

晩
秋
を
彩
る
文
化
の
華
支
化
祭
）
若
人
の
意
気
を
高
揚
～
盛
大
禅
に
閉
幕
／
文
化
祭
は
か
く
あ
り
ぬ
／
快

粛
ホ
ッ
ケ
ー
遂
げ
る
か
制
覇
・
新
鋭
続
々
と
現
わ
る
、
輝
く
水
泳
鱒
波
紋
を
投
げ
た
予
備
校
化
の
間
苧

誤
ま
れ
る
六
二
二
制
／
「
学
園
の
樹
木
」
小
山
真
一
郎
　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
日
面
回
礼
士

感
激
の
卒
業
祝
典
・
希
望
溢
れ
て
三
七
名
～
声
高
く
卒
業
の
合
唱
／
「
学
区
の
紹
介
」
東
北
大
学
・
小
野

寺
由
也
／
新
卒
業
生
放
堅
一
丁
長
髪
の
問
題
は
自
分
た
ち
の
手
で
／
若
桜
文
学
」
が
誕
生
？

会
長
は
黒
川
元
苧
合
同
金
甲
不
振
に
終
る
～
右
横
会
役
員
決
る
／
図
書
館
問
題
を
衝
く
～
開
館
遅
れ
て

九
月
？
運
営
、
予
算
両
案
は
内
定
／
水
泳
プ
ー
ル
生
ま
る
・
今
月
下
旬
に
着
工
か
／
［
苧
至
「
五
月
の
風

に
寄
せ
て
」
武
田
英
俊

学
園
自
治
を
め
ざ
し
て
・
役
員
協
力
を
要
望
／
中
学
・
体
操
、
柔
道
に
鰯
く
健
勝
・
第
六
回
市
民
体
育
翠

校
長
先
生
に
見
参
、
日
報
で
評
判
の
〔
豆
画
伯
〕
孟
茂
佳
伸
君

体
操
県
体
で
慄
勝
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
応
援
戟
／
r
学
園
の
紹
介
」
岩
手
医
科
大
学

本
埜
一
十
号
迎
え
る
・
築
き
上
げ
た
校
風
の
喝
わ
れ
ら
を
待
つ
図
書
館
・
購
入
・
年
内
四
千
冊
を
め
ざ
し
／

記
念
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
～
積
極
的
な
批
判
の
眼
を
・
全
校
生
徒
の
意
見
を
発
表
／
［
学
園
紹
介
】
④
立
教
大

学
・
佐
藤
友
亮
／
〔
本
校
出
身
の
異
才
）
近
藤
一
彦
写
真
展

質
実
剛
健
の
伝
統
培
え
・
佐
々
木
前
・
山
中
新
校
長
・
告
別
・
就
任
の
こ
と
ば
／
文
化
祭
・
学
園
の
華
ひ
ら

く
～
中
学
勢
の
活
躍
目
立
つ
／
蒔
集
］
各
科
主
任
に
よ
る
推
帝
国
善
／
県
下
十
高
校
国
吉
重
昂
厘
群
会

学
校
図
書
誼
の
よ
き
運
営
を
め
ざ
し
て
／
［
学
匠
紹
介
】
⑤
商
船
大
学
・
中
村
幸
夫
／
北
自
走
高
校
速
記
競

技
大
会
で
堂
々
・
圧
体
個
人
・
共
に
曖
勝
す
、
中
村
先
生
宮
古
市
都
市
計
画
委
員
に
な
る

学
び
舎
添
う
巣
立
つ
一
五
九
名
・
県
下
ト
ッ
プ
の
卒
業
式
、
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
成
績
発
表
－
・
県
高
所
遊
撃
T

で
本
紙
入
還
す
／
学
園
の
一
年
を
茶
恩
す
る
～
中
一
四
学
級
編
成
－
▼
⊥
土
れ
出
た
一
年
丁
組
－
▲
／
小
雨
の
中

に
決
行
す
・
中
学
・
行
軍
ス
キ
ー
大
会
・
肉
汁
？
杯
芸
代
わ
り
い
か
が
⊥
／
軍
国
紹
介
】
⑥
　
教
育

大
学
　
中
村
六
郎
／
会
誌
右
横
五
十
号
発
行
お
く
れ
る

新
会
長
に
鎌
田
〔
耕
一
空
軍
伝
統
と
責
任
を
担
っ
て
／
楽
し
い
学
園
の
設
立
・
会
員
の
協
力
を
望
む
／
必

勝
を
期
す
猛
練
習
・
体
育
各
部
の
抱
負
を
閤
タ
【
幼
さ
日
の
思
い
出
〓
書
か
ず
も
が
な
の
記
」
中
島
英
磨

三
十
年
度
本
予
算
決
定
す
、
掬
持
さ
れ
る
課
外
授
業
／
【
挙
国
紹
介
り
⑦
早
稲
田
大
学
／
輝
く
四
連
勝
・
小

野
寺
〔
宏
）
大
会
新
記
撃
水
泳
／
薯
人
の
賓
典
・
県
下
高
校
総
合
体
育
大
全
開
か
る
・
各
部
熱
戦
を
展
甲

便
竺
　
〔
？
〕
・
準
倭
鱒
二
っ
・
）
／
岩
手
山
畳
山
行
わ
る
二
戦
後
初
〕
十
五
年
ぶ
り
に
復
活
／
［
学
芸

「
山
霜
」
儀
砂
建

〔
野
球
部
の
創
立
以
来
）
苦
節
十
年
の
精
美
二
県
大
字
奥
羽
大
会
を
疲
て
）
晴
れ
の
甲
子
園
を
塔
む
・

校
友
開
校
以
来
の
感
激
に
酔
う
／
学
淘
紹
介
⑧
明
治
大
学
／
県
下
中
学
競
泳
大
会
に
優
勝
／
［
広
告
］
あ
な

た
の
学
校
に
近
い
・
万
年
筆
専
門
店
・
中
屋
▽
二
学
期
も
プ
ラ
チ
ナ
万
年
筆
で

堂
々
の
プ
ー
ル
完
成
・
全
面
的
利
用
に
大
き
な
期
待
・
総
工
費
四
百
東
門
／
雨
の
中
の
い
だ
天
・
校
内
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会

生
徒
会
規
約
改
正
な
ら
ず
・
不
活
発
な
生
徒
会
活
動
／
恒
例
・
文
化
祭
の
回
顧
・
各
部
の
新
た
な
琶
超
を
望

む
／
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
今
仕
上
げ
に
懸
命
二
二
連
勝
を
め
ざ
す
ホ
ッ
ケ
ー
部
／
近
頃
の
図
書
館

六
年
間
の
学
び
舎
あ
と
に
・
第
八
回
卒
業
証
哲
雄
典
式
／
東
京
老
中
会
だ
よ
り
／
県
ス
ケ
ー
ト
鏡
技
大
会
・

県
下
の
レ
ベ
ル
向
上
に
苦
戦
・
高
二
武
田
〔
恵
三
国
体
ス
■
ピ
ー
ド
に
出
場
／
〔
学
芸
〓
夢
と
共
に
」
中

村
嘉
明
、
「
r
太
陽
の
季
節
」
に
思
う
」
若
移
寛
治

石
桜
全
役
点
・
新
会
長
に
角
掛
（
勝
星
君
選
出
・
生
徒
会
厄
新
鮮
な
空
気
を
／
中
■
新
入
生
に
聞
く
・
嚢

中
・
岩
高
見
た
ま
ま
聞
い
た
ま
ま
／
シ
ー
ズ
ン
の
ト
ッ
プ
を
飾
り
・
第
八
回
市
民
体
育
径
行
わ
る
・
本
校
よ

り
九
種
目
に
参
加
・
各
部
共
に
振
わ
ず
・
高
体
連
に
望
み
を
か
け
る
～
決
勝
で
惜
敗
・
ラ
グ
ビ
1
／
宇
埜

素
晴
ら
し
き
哉
修
学
旅
行
・
好
天
に
恵
ま
れ
た
八
日
間
・
舞
妓
は
ん
囲
み
歓
談

石
壁
蒜
全
開
か
る
／
［
学
園
紹
介
］
岩
手
大
学
・
上
斗
米
隆
夫
／
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
・
第
八
回
県
高
体
連

行
わ
る
・
各
部
共
不
調
に
終
る
・
力
閑
及
ば
ず
璧
量
四
位
／
五
覇
阻
ま
る
・
捲
土
重
来
を
待
つ
（
水
泳
）
／
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茶
瑠
八
号

鳶
四
九
号

第
五
〇
号

第
五
一
号

第
五
二
号

第
五
三
号

第
五
四
号

第
五
五
号

第
五
六
号

第　　　　第　　　第
五　　　　　　五　　　　五
九　　　　　ノヽ　　　　七
号　　　，号　　・号

九
月
　
七
日

一
二
月
二
一
日

五
七
（
昭
和
三
二
）
年
　
七
月
二
〇
日

一
二
月
二
三
日

五
八
八
昭
和
三
三
）
年
　
六
月
　
九
日

七
月
一
九
日

九
月
一
七
日

一
一
月
二
二
日

五
九
（
昭
和
三
四
）
年
　
三
月
一
日

六

月

一

日

七
月
一
八
百

二

月

一

日

六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
　
三
月
一
日

六
月
　
六
日

一
一
月
　
四
日

一
二
月
二
三
日

六
二
昭
和
三
大
）
年
　
三
月
一
日

各
種
目
に
熱
戦
を
展
開
・
校
内
体
育
大
会
行
わ
る
／
〔
科
学
部
機
関
誌
〕
「
科
学
」
発
刊
さ
る

し
め
や
か
に
プ
ー
ル
献
納
式
～
盛
大
な
プ
ー
ル
開
き
・
模
範
泳
法
に
か
た
ず
呑
む
／
第
八
回
県
民
体
育
全
行

わ
る
・
ラ
グ
ビ
ー
・
送
球
・
東
北
大
会
出
場
権
獲
得
～
功
を
審
し
た
合
宿

三
十
周
年
記
念
・
大
文
化
祭
閲
か
る
・
雨
に
観
客
の
出
足
不
調
、
〝
生
物
班
の
お
手
柄
〟
花
カ
ジ
カ
、
エ
ゾ

ハ
ヤ
発
見
さ
る
／
多
彩
文
化
祭
の
回
顧
・
説
明
竺
工
夫
を
／
秋
季
大
運
動
会
行
わ
る
／
【
学
匠
癒
介
］
法

政
大
学
・
菊
池
啓
治

石
桜
全
役
員
・
新
会
長
に
菅
野
〔
慎
泊
〕
君
・
生
徒
会
の
充
実
を
め
ざ
し
／
名
物
・
遠
距
離
歩
行
訓
練
挙
行
・

空
を
案
じ
っ
つ
踏
破
す
／
高
校
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
・
第
九
回
県
高
体
連
行
わ
る
・
体
操
・
水
泳
優
勝
成
る
・

総
合
成
績
第
六
位
／
堂
々
盛
一
を
制
覇
・
五
日
市
の
活
躍
目
立
つ
／
紫
九
回
市
民
体
育
大
余
聞
か
る
・
優
勝

〔
体
操
と
卓
球
の
〕
二
・
準
優
鱒
フ
楽
し
か
り
き
修
学
旅
行
・
幾
多
の
思
い
出
残
し

初
の
校
内
水
泳
大
会
行
う
〝
水
の
岩
手
″
の
感
強
し
／
（
N
H
K
の
ル
ポ
に
同
行
〕
「
閉
ざ
さ
れ
た
国
土
・

岩
手
の
チ
ベ
ッ
ト
を
行
く
」
中
村
嘉
明
／
第
四
回
中
体
連
行
わ
る
・
体
操
団
体
に
優
勝
／
宰
園
紹
介
］
中

央
大
学
・
鎌
田
耕
一
郎
、
金
野
〔
冶
）
君
〔
初
の
県
学
生
科
学
コ
ン
ク
ー
ル
で
）
最
傍
努
賞
に
・
7
モ
リ

の
発
生
】
の
研
究

大
文
化
祭
開
催
す
／
ま
た
も
盛
工
に
惜
敗
・
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
県
予
選
決
勝

石
桜
全
役
員
・
会
長
に
作
山
〔
亀
子
）
君
選
出
・
生
徒
会
の
発
展
を
誓
い
／
新
入
生
に
聞
く
1
r
岩
高
よ
い

と
こ
悪
い
と
こ
し
／
第
十
回
市
民
体
～
各
績
目
に
活
躍
・
優
勝
（
体
操
、
卓
球
、
中
学
柔
遥
〕
三
、
準
優
勝

〔
篭
球
、
ラ
グ
ビ
し
中
学
剣
道
〓
二

右
横
綺
全
開
か
る
・
予
算
・
総
額
八
九
九
、
九
八
六
円
／
［
学
園
展
望
］
問
題
あ
れ
こ
れ
～
署
名
連
動
も
繰

出
す
・
長
髪
問
題
い
か
に
／
輝
く
二
連
膠
・
水
泳
・
小
野
寺
の
活
躍
目
立
つ
／
若
人
の
力
と
技
の
寮
典
・
第

十
回
高
体
連
～
総
合
成
韻
琴
一
位
、
掌
々
全
種
目
に
優
勝
・
体
操
・
全
国
大
会
に
期
待
／
岩
手
聾
山
記
・
自

然
境
を
行
く
／
「
老
中
物
語
」
そ
の
一

二
B
二
二
年
組
を
制
覇
・
校
内
討
論
会
／
夏
休
み
の
活
躍
・
ク
ラ
ブ
″
首
の
陣
〟
／
全
国
高
校
体
操
選
手
権

大
会
・
本
織
か
ら
四
選
手
が
参
加
・
総
合
二
十
四
位
で
振
わ
ず
／
第
1

2
回
演
劇
発
表
会
か
海
の
底
の
六
人
〟
、

第
五
応
援
歌

海
を
越
え
た
〝
声
の
交
換
″
米
国
の
中
学
生
P
・
F
・
C
へ
お
返
し
／
ス
ナ
ッ
プ
特
集
・
写
真
で
見
る
文
化
祭

5
0
号
記
念
、
第
五
国
全
国
放
送
コ
ン
ク
ー
ル
「
牛
」
最
優
秀
賞
受
貨
／
5
0
号
記
念
座
談
会
／
本
紙
の
あ
ゆ
み
／

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
～
ス
ケ
ー
ト
舞
妓
大
会
・
ホ
ッ
ケ
ー
に
連
勝
成
る
・
県
下
対
抗
／
1
9
5
8
年
度
・

校
内
五
大
ニ
ュ
ー
ス
／
［
特
別
寄
稿
］
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
概
観
」
福
士
匡

石
板
会
役
員
～
新
会
長
に
小
原
〔
実
比
等
〕
君
・
生
徒
会
に
新
鮮
な
意
欲
を
、
能
楽
教
室
閲
か
る
、
牟
岐

〔
鹿
埜
さ
ん
に
博
士
号
／
新
入
生
に
聞
く
～
岩
高
よ
い
と
こ
窓
い
と
こ
／
第
1
1
回
市
民
体
育
大
会
閃
か
る

～
〔
排
球
〕
決
勝
で
涙
の
む
・
充
実
し
た
サ
ー
ブ
威
力
～
団
体
戦
翠
一
位
・
進
歩
を
見
た
卓
球
部
～
〔
虚
空

鈴
木
・
菊
池
組
優
勝
・
鮮
や
か
な
コ
ン
ビ
で
／
特
集
・
修
学
旅
行

生
徒
代
表
、
他
校
訪
問
・
小
原
団
長
と
一
間
忘
こ
仙
台
生
は
紳
士
的
㌧
中
島
君
日
光
へ
・
l
R
C
日
本

代
表
／
あ
る
日
あ
る
時
・
カ
メ
ラ
ル
ポ
／
産
休
・
若
い
力
の
敢
闘
譜
～
体
操
・
水
泳
に
凱
歌
～
東
京
五
輪
・

期
待
さ
れ
る
米
沢
・
体
操
／
呼
ん
で
い
る
山
〃
‖
海
〝
‖

東
北
唯
一
の
ブ
リ
タ
ニ
カ
辞
典
寄
贈
／
今
白
文
化
祭
開
幕
・
紙
上
展
示
茶
内
／
大
運
動
会
行
わ
る
、
校
内
体

育
大
全
開
か
る
／
〔
社
会
の
窓
］
生
徒
・
先
生
の
日
「
伊
勢
汝
台
風
」
鏡
英
夫

予
餞
会
・
な
ご
や
か
に
送
別
～
紙
吹
き
競
技
に
大
爆
冥
：
」
の
巳
だ
け
は
試
験
忘
れ
る
、
遥
書
生
物
部
の

お
手
柄
″
（
天
然
記
念
物
）
カ
モ
シ
カ
の
骨
〔
平
地
で
）
発
見
／
第
9
回
卒
業
生
座
堅
守
能
力
別
解
成
・

方
法
を
研
究
し
て
は
～
先
生
も
勉
強
を
・
塵
校
旗
を
設
け
よ
／
国
体
氷
上
・
ホ
ッ
ケ
ー
に
準
倭
膵
・
本
校

の
主
力
メ
ン
バ
ー
で
、
盛
岡
市
内
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
・
み
ご
と
拷
合
歴
勝
・
著
し
い
レ
ベ
ル
の
向
上
／

中
二
、
新
聞
を
制
作
・
き
れ
い
で
立
派
な
新
聞

石
礫
全
役
員
決
る
～
新
会
鼻
迂
小
原
〔
紀
聾
者
～
規
約
改
正
を
念
頭
に
、
小
林
（
陵
ニ
）
氏
に
博
士
号
／

岩
高
よ
い
と
こ
・
寒
い
と
こ
／
第
十
二
回
市
民
体
～
体
操
・
卓
球
に
康
勝
～
（
写
其
）
個
人
総
合
第
一
位
の

菊
池
〔
軍
次
）
選
手
の
吊
輪
／
生
徒
・
先
生
の
日
「
国
語
と
英
作
文
」
菅
野
照
雄

英
語
会
話
部
・
各
大
会
で
熱
弁
ふ
る
う
、
生
物
部
優
秀
校
に
／
文
化
祭
公
開
～
詩
創
研
究
会
も
参
加
／
秋
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
〔
熊
本
）
国
体
・
四
選
手
〔
水
泳
の
三
名
と
柔
道
の
佐
藤
正
俊
君
）
が
出
場
／
生
徒
・
先

生
の
日
「
ち
ょ
っ
と
し
た
告
白
」
境
沢
三
夫

英
会
話
部
主
催
・
校
内
・
英
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
～
校
内
初
の
試
み
二
二
十
名
が
参
加
、
東
北
高
来
校
／
文
化

祭
反
省
座
談
会
～
毎
年
が
毎
年
の
梼
返
し
／
各
種
目
に
好
成
績
・
新
人
戦
行
わ
る
／
「
精
神
の
様
相
に
つ
い

て
の
エ
ッ
セ
三
大
野
木
桂

予
餞
会
～
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
に
人
気
／
早
池
峰
山
・
鮮
首
婿
の
研
究
・
生
物
部
・
新
・
未
発
見
の
八
踵
も
・
学

会
か
ら
高
く
評
価
／
第
1
8
回
卒
業
生
座
談
会
～
文
、
理
系
コ
ー
ス
の
対
策
を
、
中
・
高
一
貫
の
長
所
を
生
か

せ
／
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
華
々
し
く
開
催
～
山
本
・
滑
降
で
初
康
勝
・
初
の
国
体
参
加
／
〔
先
輩
寄
稿
り

⑧
「
お
し
ょ
ろ
丸
航
海
況
［
石
田
暗

会
長
に
横
田
〔
雄
司
〕
君
、
大
西
〔
博
）
氏
ら
に
博
士
号
、
川
村
洋
二
良
・
詩
集
⊥
如
姦
な
五
旦
発
表
／

新
入
生
に
聞
く
／
第
十
三
回
市
民
体
～
柔
乱
盛
一
に
圧
膠
～
体
操
個
人
戦
で
米
沢
一
位
～
卓
球
四
連
勝
～
送

撃
一
位
、
（
春
季
高
校
野
球
地
区
予
選
〕
盛
一
を
下
し
健
勝
／
［
先
輩
寄
稿
］
「
ア
メ
リ
カ
便
り
」
田
村
寿 七

月
一
九
日

一
〇
月
　
二
日

一
二
月
二
二
日

六
二
（
昭
和
三
七
）
年
　
三
月
一
日

五
月
二
五
日

八
月
　
六
日

〔
文
化
祭
特
集
号
］
　
　
二
月
一
〇
日

六
三
（
昭
和
三
八
）
年
　
五
月
二
五
巳

七
月
二
〇
日

［
文
化
祭
特
集
号
］

石
桜
全
役
員
座
談
会
～
規
約
改
正
・
自
主
性
の
確
立
、
夏
山
登
山
に
救
訓
／
カ
メ
ラ
・
ル
ポ
①
寄
循
舎
生
活
／

〔
高
総
体
）
十
一
種
目
に
参
加
・
裡
合
第
五
位
～
五
連
勝
成
る
・
体
操
～
個
人
・
単
・
襟
に
健
勝
・
卓
球
～

盛
一
に
破
れ
・
寧
一
位
・
柔
道
、
ク
ラ
ブ
紹
介
　
野
球
部
／
【
社
会
の
寒
〓
災
蕃
」
目
時
広
康

英
会
話
部
・
県
大
会
に
活
躍
、
図
書
館
の
設
備
に
感
嘆
・
早
大
工
高
来
校
、
国
体
に
本
牧
か
ら
五
名
／
カ
メ

ラ
・
ル
ポ
②
合
宿
夏
の
陣
／
秋
季
高
校
野
球
地
区
予
選
・
盛
農
を
放
り
優
勝
、
ク
ラ
ブ
紹
介
②
柔
道
鱒

〔
体
操
、
卓
球
〕
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
／
詩
・
川
村
洋
一
亮
撃
詩
集

．
6
1
恒
例
の
文
化
祭
、
先
輩
〔
新
進
彫
刻
家
佐
藤
祐
司
垂
盛
岡
で
初
の
個
展
、
二
席
に
入
賞
・
日
報
新
聞
コ

ン
ク
ー
ル
、
第
六
応
援
歌
／
文
化
寮
を
か
え
り
み
て
～
弁
論
大
会
は
ぜ
ひ
／
〔
新
人
戦
〕
体
操
・
卓
球
惜
敗
、

米
沢
繹
合
六
位
・
〔
秋
臼
〕
国
体
で
犬
鷲
配
し
ク
ラ
ブ
紹
介
　
体
操
部
／
文
書

予
餞
会
～
歌
と
笑
い
の
別
れ
の
宴
、
自
転
車
置
場
爽
硯
－
／
丁
年
の
回
顧
・
規
約
改
正
は
ど
う
な
る
／
雪
氷

三
部
に
凱
歌
～
九
名
国
体
へ
！
盛
】
に
大
勝
、
ク
ラ
ブ
紹
介
③
？
卓
球
部
／
文
芸

新
会
長
鈴
木
著
に
・
九
十
㌢
の
新
任
獲
得
1
・
、
中
学
は
惑
由
〔
武
彦
）
君
に
、
［
校
内
散
歩
］
鹿
下
に
花
が
／

新
規
約
施
行
～
第
一
回
選
管
反
省
会
／
第
十
四
回
市
民
体
～
卓
球
・
盛
農
に
惜
敗
・
準
優
勝
成
る
、
ク
ラ
ブ

紹
介
⑳
水
泳
部
／
修
学
旅
行

三
十
七
年
度
・
石
桜
全
予
算
決
定
・
総
予
算
額
八
十
八
万
三
千
二
百
円
／
カ
メ
ラ

ル
ポ
み
た
日
み
た
ま
ま
／

璧
呈
二
嘩
土
語
・
川

若
人
の
祭
典
・
第
十
四
回
高
体
遮
掬
か
る
～
水
泳
部
九
度
目
の
鮮
勝
～
体
操
団
体
総
合
策
一
也
～
柔
道
・
川

原
二
位
に
／
【
文
芸

文
化
祭
、
華
々
し
く
開
催
～
（
演
劇
部
　
「
罠
の
中
で
」
／
多
彩
な
展
示
内
容
～
P
F
C
・
光
る
テ
レ
ビ
・

全
国
表
彰
〝
東
北
初
の
受
賞
〟
～
社
会
研
究
部
・
キ
ュ
ー
バ
間
曙
を
中
心
に

石
桜
全
役
員
～
会
長
は
宮
野
〔
忠
）
君
に
／
新
入
生
に
聞
く
、
大
字
合
格
者
／
市
民
の
祭
典
・
第
十
五
回
市

民
体
～
柔
道
剣
道
に
凱
歌
～
体
操
・
中
西
総
合
で
二
位
に
／
［
文
責
追
憶
の
彼
方
に
修
学
旅
行
終
る

予
算
・
八
五
万
五
千
五
百
二
一
円
、
弁
論
大
会
閑
か
る
、
本
校
を
訪
問
・
福
島
市
の
緑
ヶ
丘
学
園
高
校
／
座

談
会
・
新
規
約
一
年
後
～
め
だ
つ
中
学
の
不
満
発
き
／
高
梓
体
～
総
合
五
位
・
体
操
・
卓
球
・
水
泳
大
い
に

ふ
る
う
・
本
校
二
人
日
の
〔
優
秀
選
手
）
表
彰
者
（
ス
ケ
ー
ト
の
〕
杉
江
蒙
司
〕
／
【
文
芸
詩
「
つ
ゆ
」

1
D
高
橋
克
彦

岩
高
∴
看
中
文
化
祭
・
華
々
し
く
開
催
～
〔
演
劇
部
）
新
説
・
高
瀬
舟
／
前
回
よ
り
も
華
や
か
l
こ
～
化
学
部
・

「
植
物
の
色
素
」

「
石
桜
新
聞
」
の
パ
ッ
ク
・

ナ
ン
バ
ー
に
ヨ
を
通
し
た
或
る

編
集
委
員
は
次
の
よ
う
な
感
想

を
抱
い
た
。

①
難
し
い
漢
字
が
多
い
。

②
草
創
期
の
様
子
が
分
か
る
。

放
送
設
値
の
完
成
と
か
、

ド
ー
ナ
ツ
の
販
売
と
か
、

五
日
制
と
か
。

③
ポ
エ
ム
が
袖
芙
ま
し
い
。

こ
れ
ら
の
点
は
、
バ
ッ
ク
・

ナ
ン
バ
ー
の
読
み
ど
こ
ろ
と
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
桐
で
は
、
そ
う
し
た
興
味

深
い
記
事
を
、
紙
面
の
許
す
限

り
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

欝
一
号
な
ど
に
「
五
日
制
」

と
い
う
文
字
が
見
え
る
。
現
在

行
な
わ
れ
て
い
る
土
曜
休
策
の

五
日
制
と
似
た
よ
う
な
制
度
な

の
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と

す
れ
ば
、
雁
更
の
言
い
制
度
だ
っ

た
こ
と
に
な
る
。

琴
一
号
な
ど
か
ら
は
、
図
書

館
や
放
送
設
備
が
切
望
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
今
の
よ

う
に
入
学
し
た
時
か
ら
施
設
や

設
備
が
あ
っ
た
わ
け
で
な
い
の

り
．

琴
二
号
の
パ
ン
販
売
開
始
の

記
事
に
よ
れ
ば
、
即
日
は
ド
ー

ナ
ツ
が
販
売
さ
れ
、
好
評
だ
っ

た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
第
六
号

で
は
パ
ン
屋
さ
ん
と
の
一
間
一

′ヾックナン′ヾ－の
イ読み どころト

答
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

文
芸
欄
も
充
実
し
て
い
る
。

寄
稿
者
の
う
ち
、
翠
二
号
な
ど

に
名
前
の
あ
る
秋
浜
侍
史
さ
ん

は
現
在
、
劇
作
家
を
し
て
お
ら

れ
る
。
第
五
号
に
は
詩
人
二
二

好
遠
治
の
特
別
寄
稿
が
あ
る
。

第
四
号
で
は
応
援
歌
の
歌
詞

が
葦
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

歌
っ
て
い
る
応
援
歌
は
、
こ
う

し
て
作
ら
れ
た
よ
う
だ
。

第
五
号
に
は
、
体
操
と
水
泳

の
選
手
の
活
躍
が
報
道
さ
れ
て

い
る
。第一
〇
号
に
は
柔
道
部
の
設

庫
が
見
送
ら
れ
た
旨
の
見
出
し

が
あ
る
。
現
在
の
滝
題
中
の
部

設
置
さ
れ
る
ま
で
に
は
紆
余
曲

折
が
あ
っ
た
の
だ
。

第
Ⅷ
書
下
に
は
中
学
版
と
い

う
面
が
あ
る
。
こ
う
し
た
試
み

は
今
行
な
っ
て
も
よ
い
も
の
だ

と
患
う
。

往
時
の
新
聞
に
は
広
告
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
幾
つ
か
の
広

告
文
は
表
に
再
録
し
て
お
い
た
。

体
育
堂
の
ト
レ
パ
ン
に
は
本
校

生
価
格
が
あ
っ
た
よ
う
だ
し
、

平
生
同
店
で
塵
入
り
の
ノ
ー

ト
を
販
売
し
て
い
た
ら
し
い
。

第
二
四
号
な
ど
に
は
模
擬
試

験
で
上
位
の
成
績
と
な
っ
た
先

輩
の
記
事
が
あ
る
。

絵
画
や
写
真
で
才
能
を
発
揮

し
た
奪
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

学
生
時
代
の
先
生
方
の
活
躍

も
見
ら
れ
た
。
第
五
五
号
に
は
、

菊
池
軍
司
先
生
の
吊
椀
の
写
真

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

第
五
六
号
に
は
、
佐
藤
先
生
が

柔
道
で
国
体
に
出
場
し
た
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
石
板
新
聞
の
歩

み
を
見
て
く
る
と
、
輝
か
し
い

歴
史
が
う
か
が
え
る
。

高
総
体
テ
ニ
ス
部

念
願
の
完
全
優
勝

テ
ニ
ス
部
が
高
総
体
で
団
体

戦
・
個
人
戦
と
も
に
完
全
制
覇

し
、
昨
年
の
雪
辱
を
見
芋
に
果

た
し
た
。

震
し
た
匝
休
戦
の
メ
ン
バ
ー

は
、
村
上
　
三
年
）
、
佐
藤

八
三
年
）
、
長
澤
三
年
）
、
中

澤
三
年
）
、
中
川
二
年
）

で
あ
る
。

ま
た
、
個
人
戦
は
、
以
下
の

と
お
り
。

ダ
ブ
ル
ス
は
、
具
捧
・
中
川

が
優
勝
し
、
中
澤
・
村
上
が
準

優
勝
で
あ
っ
た
。

シ
ン
グ
ル
ス
は
、
長
澤
が
懐

勝
、
中
澤
が
準
優
勝
し
、
さ
ら

に
村
上
、
そ
し
て
中
川
が
続
い

た
。
本
校
が
ペ
ス
ト
1
を
独
占

し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
イ
ン
タ
ー
・
ハ

イ
へ
の
出
場
権
の
全
て
を
本
地

が
獲
得
し
た
。

今
年
の
イ
ン
タ
ー
・
ハ
イ
は

貴
国
の
香
川
県
高
松
市
で
行
わ

れ
る
。
全
国
大
会
で
も
す
ぼ
ら

し
い
結
束
を
残
し
て
欲
し
い
。

テ
ニ
ス
部
の
、
帯
紙
体
、
イ

ン
タ
ー
・
ハ
イ
に
お
け
る
活
躍

の
様
子
は
、
次
号
で
詳
細
に
お

伝
え
す
る
予
定
で
あ
る
。
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こ
れ
ま
で
、
運
動
部
の
応
援
や
、
石
桜
祭
、
卒
業
式
な
ど

喝
を
盛
り
上
げ
る
の
に
一
役
か
っ
て
く
れ
た
吹
奏
楽
部
が
、

部
員
不
足
で
、
大
会
出
場
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
各
種
の

大
会
に
お
い
て
も
見
事
な
成
績
を
あ
げ
て
き
た
吹
奏
楽
部
は

少
数
精
鋭
で
練
習
は
欠
か
さ
な
い

崇
高
吹
秦
薬
部
。
一
年
生
5

人
、
二
年
生
1
人
、
三
年
生
3

人
、
総
勢
1
2
人
で
あ
る
。

と
て
も
少
な
い
。

こ
れ
は
向
志
が
い
な
い
以
上

仕
方
の
な
い
こ
と
だ
。

結
果
、
大
会
出
場
な
ど
を
諦

め
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

練
習
を
怠
る
崇
高
吹
葉
菜
郡
で

は
な
い
。
大
会
と
い
う
目
標
な

ど
を
失
っ
た
の
は
痛
か
っ
た
が

石
桜
条
、
野
球
応
援
な
ど
の
残

さ
れ
た
大
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に

日
々
練
習
を
東
ね
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
の
記
事
か
ら
す
る

と
、
「
吹
奏
楽
部
は
弱
体
化
し

事
な
成
績
を
残
し
て
い
る
。

こ
の
数
字
愚
痴
や
せ
る
よ
う

御
指
導
く
だ
さ
る
顧
問
の
一
人
、

永
田
先
生
は
語
る
。

「
今
年
度
か
ら
、
岩
高
吹
奏
楽

郡
の
願
間
に
な
り
ま
し
た
永
田

で
す
。
残
念
な
が
ら
現
在
の
吹

葬
楽
部
は
、
部
貞
不
足
と
い
う

厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
少
な
い
な
が
ら

も
12
人
の
部
員
達
は
、
何
事
に

旦
R
U
向
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
員

標
に
向
け
、
が
ん
ば
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
ご

と
い
う
わ
け
で
、
吹
奏
楽
部
は

響
誉
量
蛋
し
て
い
ま
す
。
お

気
魅
に
郡
ま
で
ど
う
ぞ
。

て
い
る
の
か
ヱ

と
思
わ
れ
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、

か
つ
て
の
吹
奏

楽
部
の
冥
鰭
に

は
目
覚
ま
し
い

も
の
が
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年

の
部
創
立
以
来
、

県
大
会
B
ク
ラ

ス
金
賞
7
回
、

馨
5
回
、

東
北
大
会
出
場

8
回
、
他
に
も

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

コ
ン
テ
ス
ト
、

マ
ー
チ
ン
グ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
出
場
、
見

中
軽
米
大
輔

金
沢
　
昌
彦

二
年
生
　
花
坂
　
勝

葛
西
　
智
真

言
田
　
東
洋

藤
溶
　
忍

一
年
生
　
宇
佐
見
浩
正

佐
々
木
慶

三
谷
　
僑

山
口
　
　
慈

高
橋
　
仲
之

市
民
体
・
結
果

四
月
、
五
月
に
市
民
体
が
行

な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

（
テ
ニ
ス
）

シ
ン
グ
ル

第
一
位

第
二
位

準
決
勝
敗
退

ダ
ブ
ル
ス

中中長
川汚日学

第
一
位
　
　
中
滞
＝
村
上

（
バ
レ
ー
）

盛
岡
市
民
体
　
兼
　
高
稔
体

予
選一
回
戦

二
回
敬

三
回
戦

四
回
戦

岩
手
1
－
2
盛
四

岩
手
2
1
0
最
長

岩
手
2
－
0
盛
北

岩
手
2
－
0
雫
石

三
勝
一
敗
で
予
選
通
過

三
国
戦
岩
手
0
－
2
黒
工

ベ
ス
ト
1
6

（
剣
道
）

団
体一
回
戟
　
岩
手
J
T
・
0
中
央

二
回
戦
　
岩
手
1
†
】
】
3
孝
二

個
人二
回
賎

西
固
0
－
1
平
賀
（
盛
商
）

一
回
磯

谷
藤
0
－
－
立
花
（
盛
讐

（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

岩
手
9
－
3
0
盛
三

（
水
泳
）

男
子
四
〇
〇
リ
レ
1

氷
早
⊥
（
吹
1
⊥
古
田
－
山
田

琴
二
位

四
〇
〇
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

氷
見
－
大
吹
－
去
日
田
1
山
繭

琴
二
位

一
〇
〇
背
泳
ぎ

氷
見
道
義
　
　
　
第
一
位

【
2
F
及
川
古
志
郎
・
塙
待
宏

妃
】

長
期
の
日
程
を
乗
り
切
っ
た

六
月
四
日
、
五
日
、
六
日
、

七
日
に
、
岩
手
山
、
早
池
峰
山

で
、
第
五
十
回
県
高
級
体
山
岳

競
技
が
行
わ
れ
た
。

十
七
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
た
今

大
会
は
三
治
四
巳
の
長
い
も
の

と
な
り
、
大
会
初
日
か
ら
雨
と

厳
し
い
ス
タ
ー
J
「
と
な
っ
た
。

一
日
日
は
、
天
気
喝
概
念

頃
託
喝
救
急
、
と
い
っ
た

座
芋
の
試
験
が
、
最
初
に
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
岩
手
山
焼
走
り

キ
ャ
ン
プ
場
で
の
テ
ン
ト
設
営

と
な
り
、
そ
の
日
は
無
事
に
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

二
日
目
の
岩
手
山
登
山
は
、

寒
さ
で
の
宮
不
足
に
よ
る
パ
ー

テ
ィ
ー
の
体
調
不
貞
の
中
で
の

き
つ
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
苦

し
い
中
リ
タ
イ
ア
す
る
こ
と
な

く
、
最
後
ま
で
歩
き
適
し
た
。

三
日
日
の
早
池
峰
山
で
は
、

天
候
に
も
警
九
二
ハ
ー
テ
ィ
ー

状
態
も
ま
ず
ま
ず
で
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
出
来
た
。

三
泊
四
日
と
い
う
本
当
に
長

く
き
つ
い
大
会
で
は
あ
っ
た
が

普
全
力
を
尽
く
し
、
最
後
ま
で

や
り
通
す
こ
と
が
出
来
た
。
そ

の
結
果
は
十
七
チ
ー
ム
で
五
位

で
、
入
賞
は
出
来
な
か
っ
た
が

そ
の
が
ん
ば
り
は
見
事
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。【
3
E
木
内
浩
文
】

駒
井
・
藤
村
組
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

六
月
五
～
七
日
に
北
上
の
和

賀
川
グ
リ
ー
ン
・
バ
ー
ク
・
テ

ニ
ス
・
コ
ー
ト
で
第
五
十
回
県

五
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一

ま
で
、
第
五
十
回
県
高
総
体
の

陸
上
競
技
大
会
が
行
わ
れ
た
。

成
韻
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

五
月
二
十
四
日
に
、
盛
岡
市

立
体
育
館
で
、
第
五
十
回
県
高

総
体
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
ボ
ー
ル

の
心

も
－
レ

「

　

カ

L
r
h
l

の
代
表
決
定
戦
が
行
わ
れ
た

本
校
は
盛
岡
三
高
と
対
戦
し

四
十
七
対
七
十
七
で
負
け
て
し

ま
っ
た
。
前
半
、
二
十
二
対
五

十
三
と
大
き
く
リ
ー
ド
さ
れ
、

後
半
、
二
十
五
対
二
十
四
と
追

い
上
げ
た
も
の
の
、
代
表
権
を

終
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

顧
問
の
稀
先
生
は
、
「
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
業
か
っ
た
の
で
、

そ
の
大
切
さ
を
再
衰
諭
し
て
ほ

し
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ

ら
れ
た
。

【
3
F
小
野
光
陽
】

る
。四
×
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
・
リ

レ
ー
に
千
葉
（
亨
）
・
谷
廠
・

徳
田
・
由
沼
が
出
場
し
た
が
、

バ
ト
ン
・
ミ
ス
を
し
て
し
ま
っ

た
。匹
×
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
・
リ

レ
ー
に
干
葉
・
谷
藤
・
引
地
・

田
沼
が
出
場
し
、
記
録
は
三
分

五
十
二
秒
二
二
だ
っ
た
。

砲
丸
投
げ
に
出
場
し
た
熊
谷

の
記
録
は
十
メ
ー
ト
ル
一
セ
ン

チ
だ
っ
た
。

顧
問
の
岡
本
先
生
は
次
の
よ

う
な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
ら
れ
た

今
回
、
砲
丸
の
熊
谷
は
ベ
ス

ト
が
出
た
が
、
リ
レ
ー
に
お
い

て
は
、
予
選
以
上
の
タ
イ
ム
が

出
な
か
っ
た
。
次
の
県
民
体
、

選
手
権
ま
で
に
、
よ
り
一
層
の

努
力
が
必
要
で
あ
る
。

【
3
F
佐
々
木
恒
里

高
総
体
の
ソ
フ
ト
‥
丁
ニ
ス
農

技
が
行
な
わ
れ
た
。

成
績
は
以
下
の
と
お
り
だ
っ

た
。個
人
戦
で
は
、
ベ
ス
ト
6
4
に

松
甜
＝
佐
々
木
組
、
ペ
ス
ト
3
2

に
伊
藤
＝
藤
原
組
、
八
丁
野
‖

女
ケ
沢
組
、
ペ
ス
ト
1
6
に
松
浦

＝
丸
一
組
が
入
っ
た
。
ま
た
、

駒
井
＝
藤
村
組
が
ペ
ス
ト
8
で

黒
沢
尻
北
高
の
秋
田
＝
谷
森
組

に
敗
れ
、
敗
者
復
活
戦
で
勝
利

し
、
イ
ン
タ
ー
・
ハ
イ
出
場
を

決
め
た
。

団
体
戦
で
は
、
】
関
工
等
、

花
巻
北
高
と
2
1
0
、
と
順
当

に
勝
ち
進
ん
だ
が
、
準
決
勝
で

優
勝
校
の
黒
沢
尻
北
高
に
1
1

2
と
、
惜
し
く
も
敗
れ
た
。

部
長
の
駒
井
君
は
次
の
よ
う

な
感
想
右
磨
る
。

「
今
ま
で
、
い
つ
も
三
位
で
、

今
回
は
、
と
望
ん
だ
の
だ
が
、

黒
沢
尻
北
高
を
倒
せ
な
か
っ
た

悔
し
さ
が
残
り
ま
し
た
。

今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に

お
世
話
に
な
っ
て
き
た
恩
返
し

健
闘
の
結
果
、

五
月
三
十
日
と
六
月
一
日
の

二
日
間
、
県
営
体
育
飴
に
お
い

て
第
五
十
回
県
高
線
体
の
体
操

競
技
が
行
な
わ
れ
た
。

五
月
三
十
日
は
、
規
定
演
技

が
行
な
わ
れ
た
。
二
年
の
、
工

藤
、
田
中
、
長
沼
、
そ
し
て
、

一
年
の
高
橋
で
出
場
し
た
。
予

選
を
五
位
で
通
過
し
た
。

六
月
一
日
の
決
勝
は
自
由
演

技
で
行
な
わ
れ
た
。
健
闘
の
結

果
、
総
合
五
位
と
い
う
成
績
を

残
す
こ
と
が
出
来
た
。

【
3
B
小
林
禿
平
】

日
日
臼
田

①
運
動
部
の
活
躍

A
高
紹
体

テ
ニ
ス
鱒
完
全
■
優
勝

ソ
フ
ト
ニ
丁
ニ
ス
部
、
イ
ン

タ
ー
・
ハ
イ
出
場

剣
道
部
、
ラ
グ
ビ
ー
邸
、
体

操
部
、
卓
球
部
、
バ
レ
ー
部
、

柔
道
部
の
健
闘

B
県
民
体
　
C
野
球

②
文
化
部
、
全
国
大
会
へ

将
棋
部
、
竜
王
戦
を
制
し
て

博
多
へ
写
真
部
、
映
画
部
、
鳥
取
の

全
国
高
級
文
祭
に
出
場

◎
中
学
生
版

修
学
旅
行
　
キ
ャ
ッ
プ
・
ハ

ン
デ
体
験
学
習

⑳
教
育
実
習
生
の
皆
さ
ん
か
ら

⑤
レ
ギ
ュ
ラ
ー
記
事

マ
ン
ガ
増
塵
「
蝶
々
」
「
岩

高
教
師
、
著
名
な
万
々
1
」

と
し
て
の
優
勝
が
出
来
な
く
て

残
念
で
し
た
。
」

顧
問
の
東
先
生
は
、

「
ま
す
、
イ
ン
タ
ー
・
ハ
イ
に

行
く
的
井
＝
藤
村
組
に
、
お
め

で
と
う
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ー

ハ
イ
に
行
け
な
か
っ
た
者
も
、

こ
の
成
績
が
全
て
で
は
な
い
。

よ
く
三
年
間
、
一
生
懸
命
や
っ

て
き
て
く
れ
た
。
感
謝
し
て
い

る
ご
と
惑
っ
た
。

【
3
E
伊
藤
純
】

一
≡
≡
≡
≡
三
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡
ニ
≡
≡
ニ

集

年
度
内
に
四
回
の
刊
行
を
と

考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
変
更

も
あ
り
う
る
。
な
に
せ
、
今
号

の
刊
行
は
、
五
月
中
旬
を
予
定

し
た
の
に
、
夏
休
み
前
に
ず
れ

込
ん
で
し
ま
っ
た
く
ら
い
だ
。

四
月
に
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ

い
た
先
生
方
は
さ
ぞ
あ
き
れ
た

で
し
ょ
う
．
校
内
体
育
大
会
の

媒
黒
が
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の

も
残
念
。
次
号
は
夏
休
み
明
け

の
刊
行
を
目
指
し
た
い
。

編
集
委
員

佐
々
木
恒
彰

小
野
　
光
隕

木
内
　
浩
文

伊
藤
　
経

口
影
　
直
人

坂
本
　
尚
也

中
軽
米
大
輔

白
木
　
晃
久

小
林
　
亮
平

片
岡
　
範
俊

笹
原
　
真

西
哲
　
礼
十

橿
待
　
宏
記

及
川
　
古
志
郎

太
布
　
裕
也

中

山

　

亮

佐
藤
　
哲
郎

小
埜
寺
柘
見

相
田
　
卓
朋

阿
部
　
杜
太

編
集
協
力
者

松
村
　
仁
志

都
築
　
　
明

須
川
　
宏
樹

大
志
田
　
武

顧
問外
館
　
克
裕

五
日
市
　
煉

和
田
　
健
一
郎
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